
ひろしまseedbox 開発技術集

収穫日予測システム（労働力適正配分システム）

導入効果

● ほ場や品目ごとの作業実績を見える化し、
   栽培計画・方法の改善に活用できる。
● 収穫日予測機能により、計画策定の属人化を解消。
● ２週間先のほ場毎の必要な人員を自動計算でき、

  シフト調整作業時間を削減。
● 作業計画や販売計画の検討に活用できる。
● 作付計画の作成機能で栽培計画の検討ができる。
● 生産グループ内で作業計画等を共有し、
機械の共同利用等のスケジュール検討に活用できる。 

使用上の留意点
● 収穫日予測の利用は、誤差 を考慮すること。

※誤差±8日（R5.10.31時点）
● 収穫日予測の設定は、過去の生育データを用いて

  微調整することで精度向上が期待できる。

導入前の作業体系 紙

導入後の作業体系 電子

効果
記帳時間20％減
（1.2haの場合：2ｈ削減）
収穫誤差±8日

イニシャルコスト 6万円（機器代）

ランニングコスト ２年目以降～1万円／年（保守）

事前検討チェックリスト
導入の目的がはっきりしている。
データの活用方法を検討した。
データ入力を誰が担当するか決まっている。
作業環境（Excelが導入されたPC）がある。

主な機能
＜経営主＞
 収穫日予測、収穫量計画、労働力適正配分
 作付計画の作成
 ※草丈が70cmとなる日
＜販売先などとの情報共有＞

 販売先や生産グループ内で、収穫日（予測）や
出荷量（予定）の共有に活用できる。

●エクセルを活用したアプリ。
●播種日を入力することで、収穫日の予測や
ほ場毎の必要な人員（労働力適正配分）が計算できる。

●対象品目は青ネギ。
●フリーソフトとして、無償配布。

※

※

○作成：令和５年11月
○更新：令和７年７月

 ひろしまスマート農業推進協議会
（広島県農業技術課スマート農業推進担当）



使用手順 ※詳細はマニュアル参照。
●収穫日予測システム
①品種データや気温などの基本データを設定。
②播種日・品種・目標長さを入力することで、収穫予測日が自動計算される。
●労働力適正配分システム
①作業人数など、基本データを設定。
②収穫日予測に基づいて、作業配分シートにシフト例が提示される。
③LINE送信ボタンからLINEでの共有も可能。

Excel版収穫日予測画面



補足事項
●収穫量グラフシートで収穫量実績値と予測収穫量が可視化できる。

Excel版作業配分確認画面 Excel版収穫量グラフ作成画面



ひろしまseedbox 開発技術集

受発注アプリ

導入効果
● 注文情報をデジタルデータとして一元的に管理でき、 
事務作業時間を軽減する。

● 会計システムと連携することで、更に事務の効率化が
期待できる。

● CSVデータをBIツールなどを使って分析することで、
綿密な販売計画の検討ができる。

使用上の留意点
● 会計システムとの連携には、CSVデータの取り込み
機能が備わっており、初期設定や動作確認が必要
である。

● 発注者がアプリ利用に同意している必要がある。

導入前の作業体系 電話やFAX等

導入後の作業体系 アプリに統一

効果
作業時間33％減
（1.2haの場合：39ｈ減）

イニシャルコスト -

ランニングコスト 3万円／年（利用料）

事前検討チェックリスト
 導入の目的がはっきりしている。
 データの活用方法を検討した。
 データ管理を誰が担当するか決まっている。
 発注者・受注者ともにLINEアプリの作業環境

  （スマホまたはPC）がある。

主な機能
・受注日（発注日）、商品、個数、価格等の情報を
  スマホまたはPCでリアルタイムに確認が可能。
・データ（CSV形式）取り出しにより、会計システムに
  取り込みが可能
・青ねぎに限らず、受注情報の管理に利用可能

●ビジネス利用が広がっているLINEを活用したアプリ
●取引先の飲食店等（発注者）がアプリを利用して発注することで、

 生産者等（受注者）は一元的に受注情報を管理できる。
●受注者はアプリからデータをCSV形式で取り出しできる。
●対象品目：青ねぎなど。
●発売はR6年6月予定

導入効果が発揮できない例
●直接取引の件数または頻度が少なく、期待した削減効

 果が得られない。



使用手順
①飲食店がアプリをインストール。
②飲食店が発注した内容が、受注者側がPCで随時
確認ができる。

補足事項
● 会計システムとの連携も可能。

発注者（飲食店） 受注者（生産者）

注
文
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